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奈良県の自転車活用推進に向けた取組について 
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１．はじめに 

本県では、自転車による広域的な周遊観光を促す環境づくりを推進することで、県内

における滞在型観光の拡大による観光振興や地域活性化を図るとともに、自転車の利

用促進により、県民の健康増進や環境にやさしいまちづくり等を実現するため、平成

22 年 12 月に「奈良県自転車利用促進計画」を策定し、安全で快適でわかりやすい自転

車利用ネットワークを構築するため、旧街道、山麓、河川沿いの道路を活用した全長

600km の「奈良まほろばサイク∞リング(通称：ならクル)」の整備を行った。 

また、平成 27 年度から、広域的な自転車周遊観光の促進を図ることを目的に、京都

府、和歌山県と連携し、京都嵐山から奈良を通り和歌山港に至る全長約 180km の「京奈

和自転車道」の整備を行ってきた。 

一方で、国は自転車の活用による環境への負荷の低減、災害時における交通機能の維

持、国民の健康増進等を図るため、平成 29 年 5 月に｢自転車活用推進法｣を施行し、都

道府県の実情に応じた自転車の活用推進に関する施策を定めた｢自転車活用推進計画｣

の策定を都道府県の努力義務として規定した。また、同法に基づき、平成 30 年 6 月に

は｢自転車活用推進計画｣を閣議決定した。 

これらを踏まえて、本県では、令和 2 年 3 月に ｢奈良県自転車活用推進計画｣を策定

し、今後 5 箇年に自転車の活用を進める上で必要な取組を｢観光振興｣、｢まちづくり｣、

｢安全・安心｣の観点で位置づけ、令和 3 年度からは、古都奈良エリア、法隆寺エリア、

飛鳥・藤原エリアの世界遺産等、県内の観光地を周遊する広域的な自転車サイクルルー

トとして「世界遺産周遊サイクルルート」の整備に着手している。 

 本稿では、「京奈和自転車道」が令和 3 年 4 月に全線つながったことから、京奈和自

転車道の整備について紹介し、その整備効果について検証する。 

 

 

奈良西の京斑鳩自転車道線

大和郡山田原本橿原自転車道線
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明日香大和郡山自転車道線

〈 凡例 〉

京奈和自転車道

世界遺産周遊サイクルルート

大規模自転車道奈良県自転車活用推進計画（R2.3）

①「ハード施策」
安全・快適でわかりやすい

自転車利用ネットワークを構築

②「ソフト施策」
自転車を利用しやすい

環境を創出

③ 「推進体制」
関係者が連携した継続的な取組を考える

奈良県 全国

都道府県の実情に応じた自転車の活用推進に関する施策を定めた
 自転車活用推進計画 の策定を都道府県の努力義務として規定
（第１０条）○県内における滞在型観光の拡大による観光振興や地域活性化

○あわせて、県民の健康増進や環境にやさしいまちづくり等の実現

目的

具体的な取組

奈良県自転車利用促進計画（H22.12） 自転車活用推進法（H29.5）

推進計画目標

自転車活用推進計画（H30.6）

目標１ 自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成

目標２ サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現

目標３ サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現

目標４ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現



図-4 京奈和自転車道(奈良県域)の整備 図-3 京奈和自転車道ルート 

２－１「京奈和自転車道」の整備 

京奈和自転車道は、平成 27 年度から京都府、和歌山県と連携して整備を行っており、

京都府域は京都嵐山から桂川と木津川沿いを走行する約 45km のルート、奈良県域は奈

良市から五條市の約 75km のルート、和歌山県域は橋本市から紀の川沿いに和歌山港に

至る約 60km のルートとなっている。 

奈良県域は、既存の自転車道や比較的交通量の少ない既存道路を活用したルートを

設定しており、ルート上にはすほう色で統一した案内誘導サインや自転車・自動車に対

する注意喚起サインを設置し、自転車と自動車が分離された区間にはブルーライン、車

道混在の区間には自転車の通行位置を示す矢羽根型路面標示(青矢羽根)を整備してい

る。 

また、新たにルートを接続する区間においては、河川堤防等を活用して自転車歩行者

専用道を新たに整備している。平成 29 年 10 月に大和郡山市下三橋町から長安寺町ま

での約 4.4km の区間の整備が完了し、県内の京奈和自転車道として初めて供用開始し

た。令和 2 年 8 月には、大和郡山市長安寺町から額田部北町までの間において、京奈

和自転車道ルートと近鉄橿原線が交差する箇所にアンダーパスを整備した。そして、令

和 2 年度末に未接続区間であった奈良市から大和郡山市および川西町の区間の整備が

完了し、令和 3 年 4 月に全長約 180km の京奈和自転車道がつながった。 
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２－２「京奈和自転車道」の整備効果検証 

自転車ネットワーク整備における費用便益の考え方に

ついては、「自動車を対象とした便益計算」のような手法が

確立されていない状況ではあるが、令和 3 年 4 月に京奈和

自転車道がつながったことから、自転車交通量の変化や自

転車利用者の動向の把握をすることで、どのような効果が

あるのか調査しているところ。 

京奈和自転車道の調査として、令和元年度から毎年、秋

の観光シーズンである 11 月に自転車交通量調査を実施し

ているほか、令和 3 年度には、同時期に自転車利用者への

ヒアリング調査を実施し、京奈和自転車道の利用状況や、

立ち寄った地域等の県内の周遊状況を把握した。 

自転車交通量については、京奈和自転車道がつながる前

の令和 2 年度から令和 3 年度にかけて増加しており、ヘル

メットを着用してスポーツ自転車を利用するハイユーザ

ーは令和元年度と比べて約 2 倍に増加した。 

ヒアリング結果からは、京奈和自転車道がつながったことをきっかけに、県外から奈

良県に来訪する機会や、県内でサイクリングをする機会が増えた等の意見がみられた。

また、京奈和自転車道の快適性や安全性に関して、利用者の約 8 割が満足している一

方で、約 1 割「道路の状況が悪い」「ルート・標識がわかりにくい」「危険な箇所があ

る」等の理由から不満を感じていることから、今後も自転車利用者の声を聞きながら、

案内がわかりづらい箇所や危険な箇所があれば、現地やマップ情報等を改善するなど

自転車走行環境の改善に取り組んでいく必要があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内の周遊状況については、立ち寄った地域は奈良公園が最も多く、次いで平城宮跡

歴史公園が多くなっており、トリップ数は奈良市域、斑鳩、飛鳥など世界遺産周遊サイ

クルルート沿線で多くなっていることから、北部地域の利用が多く、大和平野の世界遺

産等のエリアを周遊していることが確認できた。また、奈良県内でのサイクリングの際

の情報収集手段はサイクリングマップが最も多くなっており、サイクリングの目的は

図-5 自転車交通量調査結果 

：京奈和自転車道の調査箇所（評価指標5箇所）

奈良市
R3：753台【186台】
R2：654台【156台】
（R1：490台【 76台】）

大和郡山市（羅城門付近）
R3：274台【 94台】
R2：177台【 45台】
（R1： 74台【 14台】）

広陵町
R3：178台【135台】
R2：156台【 99台】
（R1：115台【 61台】）

御所市
R3： 70台【 37台】
R2： 46台【 23台】
（R1： 49台【 15台】）

大和郡山市（三郷橋付近）
R3：208台【114台】
R2：185台【 55台】
（R1： 52台【 10台】）

5箇所の合計
R3：1,483台【566台】
R2：1,218台【378台】
（R1： 780台【176台】）

※【 】：ヘルメットを着用
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※京奈和自転車道を走行したことがある方を対象

● 県外からの集客効果（県外居住者）● サイクリング機会・範囲の拡大（県内居住者）
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● 京奈和自転車道の総合満足度
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図-6 サイクリングのきっかけ 図-7 京奈和自転車道の満足度 



名所の観光、景色を楽しむ、健康増進が多く、モデルルートとして世界遺産等、寺社仏

閣巡り、おいしいもの巡りに関する情報があればよいという回答が多かった。自転車利

用者のニーズを把握して目的に応じた情報を発し、自転車ネットワークの魅力を創出

することが自転車の利用促進につながると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．奈良県の自転車利用環境の充実に向けた取組 

本県では、自転車を利用しやすい環境を創出するため、自転車の周遊観光拠点として

サイクルステーションを整備しているほか、サイクリストを「おもてなし(サポート)」

していただける企業・団体を「ならクル・サポーター」として認定している。 

また、サイクルルートの案内やおもてなし施設の紹介等、自転車利用者に有益な情報

を掲載したホームページ・マップを作成しており、現在、利用者の声や前項の検証結果

等を反映しながら内容の改善に取り組んでいるところ。 

令和 3 年 10 月からは、自転車で県内を周遊し、自転車ならではの奈良の魅力を発見

してもらうきっかけづくりのために、Instagram 活用して自転車の写真を投稿・共有す

るイベント「サイクルフォトシェア in 奈良」を実施している。 

 令和 4 年 4 月には、奈良県及び近鉄田原本線近隣各町(川西町、三宅町、田原本町、

上牧町、王寺町、広陵町、河合町)と近畿日本鉄道(株)が協力し、近鉄田原本線で県内

の通常運行車両で初めてサイクルトレインを運行した。サイクルトレインは自転車を

解体せずに鉄道車両内に持ち込めるサービスで、今秋も同路線で運行しているところ。 

 

４．おわりに 

京奈和自転車道がつながったことで、自転車交通量が増加し、県内サイクリングのき

っかけとなっていることが確認できた。 

一方で、実際に利用されて初めて明らかになる課題もあるので、既に整備した箇所で

あっても、引き続き自転車利用者の声を聞きながら PDCA サイクルで自転車走行環境の

改善に取り組んでいく。あわせて、自転車ネットワーク整備と連携したソフト施策を推

進し、自転車の受入環境や情報発信の充実を図ることで、自転車の利用を促進し、観光

振興や地域活性化につなげていきたい。 

● 奈良県内のサイクリングの目的 ● モデルコースとしてあればよいもの
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●奈良県にサイクリングに行く際、情報の収集方法
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図-8 県内の周遊状況 図-9 自転車利用者のニーズ 


